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第 477回 例会 

2024年 3月 13日 13:00～ 

■司 会 荒山久美 例会・出席・親睦委員長 

■斉 唱 君が代、我らの生業 

■出席報告 出席者数 11 名 / 25 名 

 出 席 率 44.0 % 

■ゲ ス ト 在名古屋ウスベキスタン共和国 

名誉領事 伊藤博之様 

■ビジター  

ニコボックス 

〇 安井忠 ロータリー財団委員長 

お陰様で今日も元気です。明日は今月３回目

のゴルフに行きます。いい天気でありますよう

に。 

〇 岩崎幸広 奉仕プロジェクト委員長 

３月３日に６６になりました。おめでとう。 

〇 荒山久美 例会運営委員長 

伊藤様、アイリスへようこそ。本日の卓話宜しく

お願い致します。推しのピアニスト亀井征矢の

チケットを岩崎さんから頂きました。（買いまし

た！）７月＆8 月でまだ先なのですが楽しみで

す。 

３月度 誕生日お祝い 

3日 岩崎幸広さん 17日 竹内結子さん 

会長挨拶（島村副会長） 

みなさん、こんにちは。今日は「出会

いと別れ」についてお話ししたいと思い

ます。 

人生には、たくさんの出会いと別れ

があります。出会いは新しい始まりを象

徴し、別れは終わりを意味します。しか

し、出会いと別れは対極にあるもので

はありません。出会いがあったからこそ、別れがあるとも

言えるでしょう。 

出会いは、私たちが新しい世界や人々に触れること

を可能にし、多様な経験を積むことができます。出会い

は私たちを成長させ、新しい扉を開くチャンスでもありま

す。 

しかし、別れもまた人生の一部です。別れは時に、辛

い感情や悲しみを引き起こしますが、それでも私たちは

前に進む必要があります。別れは私たちに新しい機会

を与え、新しい人や環境に出会うことができるかもしれ

ません。 

そして、出会いと別れは、人生を豊かにするために

必要なものであると言えます。出会いによって成長し、

別れによって新しい可能性を手に入れることができるの

です。 

以上が、私が「出会いと別れ」についてお話ししたい

ことです。出会いと別れは人生に欠かせないものであり、

私たちはそのすべてを受け入れ、前に進んでいくこと

が大切です。ありがとうございました。 

卓話 

演 題：ウズベキスタンの紹介 

卓話者：在名古屋ウスベキスタン共和国 

名誉領事 伊藤博之様 

ウズベキスタンがあるのは、中国の西

側、ロシアの南側にある中央アジア。北

と東はカザフスタン、南東はキルギス、

南はタジキスタン、西はトルクメニスタン

と隣接しています。中国からローマ付近

までを結び、中央アジアを横断する交易

路「シルクロード」のちょうど中間地点に

あたります。 

日本との時差は 4時間（日本の方が 4時間進んでい

ます）。面積は 44 万 7400 平方 km、日本の総面積は

37万 8000平方㎞で、ウズベキスタンは日本の約 1.2倍

の広さです。ウズベキスタンには 12の州と、1つの共和

国、1つの特別市があります。首都タシケントがあるのは、

タシケント特別市です。人口は、約 3440 万人（2022 年

の国連人口基金のデータ）、日本の人口は 1 億 2477

万人（2023年 1月 1日時点）。ウズベキスタンの人口は、

日本の約 4分の 1になります。言語・公用語はウズベク

語でロシア語も広く使われています。通貨は、スム（Sum） 

1 スム＝約 0.012 円（2023 年 2 月 9 日時点）、宗教

は主としてイスラム教スンニ派です。 

ウズベキスタンと隣接する 4 つの国（カザフスタン、キ

ルギス、タジキスタン、トルクメニスタン）とウズベキスタン

を入れた 5 か国は「中央アジア 5 か国」と言われ、いず

れも旧ソ連の崩壊でできた新しい国です。日本は中央

アジア 5か国と外交関係を 30年以上も続けています。 

そしてインフラと資源、経済の高い成長率、過去６年
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間の改革で経済発展と経済の自由化が進みました。そ

して治安の良さ、美しい街並みなどウズベキスタンには

魅力が一杯です。是非、ウズベキスタンを訪れて下さい。 

 

第 478回 夜間例会 

2024年 3月 21日 18:00～ 

第４回親睦夜間例会が「シェ・コーベ」にて開催され

ました。当日の参加者は８名でしたが、会話も弾み楽し

い時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


